
第 35回兵庫県医療審議会地域医療対策部会 議事概要 

 

● 日 時： 令和７年２月 17日(月) 11：00～12：00 
● 場 所： 兵庫県医師会館６階会議室 

● 出席委員： 大村 武久  （兵庫県病院協会長） 

小山 千里 （兵庫県助産師会長） 

太城 力良 （兵庫医科大学理事長） 

谷勝 公代 （兵庫県連合婦人会長） 

西  昂   （兵庫県民間病院協会長） 

野倉 加奈美（兵庫県国民健康保険団体連合会専務理事） 

眞庭 謙昌 （神戸大学医学部附属病院長） 

秋田 穂束 （兵庫県立丹波医療センター名誉院長） 

飯島 一誠 （兵庫県周産期医療協議会長） 

石田 達郎 （神戸大学医学部附属地域医療活性化センター長） 

鷲見 宏  （兵庫県保健所長会長） 

 

● 議 事 

 

（１）部会長、副部会長の選出 

【結論】 

・眞庭委員（神戸大学医学部附属病院長）を当部会部会長に選出。 

・岡林委員（兵庫県医師会副会長）を当部会の副部会長に選出。 

 

（２）医師の働き方改革 特定労務管理対象機関の指定にかかる意見聴取【資料１】 

【論点】 

・申請病院（兵庫県立こども病院・B水準）について審議 

 

【主な意見】 

・医師派遣を担う連携 B水準は 2035年に終了する予定のため、派遣を受けている医

療機関はそれを見据えた対策が必要。 

・働き方改革については、今後も県に継続的な支援を求めるとともに、大学病院、

県、各病院で一緒に取り組んでいく必要がある。 

・働き方改革の施行後状況調査については毎年実施するべき。 

 

【結論】 

・申請病院（兵庫県立こども病院・B水準）について承認。 

 

 

 

 

 



● 報 告 

 

（１）外来機能報告について【資料２】 

【論点】 

・紹介受診重点医療機関について 

 

【主な意見】 

・意見なし。 

 

（２）医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージ【資料３】 

【論点】 

・医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッケージについて 

 

【主な意見】 

・開業医だけでなく、勤務医についても支援を行うべき。 

・医師の地域偏在だけでなく、診療科偏在についても考えていくべき。 

 


